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表 FSI水溶液と溶融塩処理の比較 

水溶液 溶融塩

土 　50 g 　50 g

NaFSI 　50 g 　50 g

水 　200 ml 　なし

処理温度 　95℃ 　130℃

処理時間 　2 hr 　2 hr

攪拌 あり(200rpm) 　なし

除去率(%) 3% 68%
図 セシウム除去率の処理時間依存性 

     NaFSI 処理温度 120℃ 

含フッ素低温溶融塩を用いた汚染土壌の減容化システム 

（福島大学）○佐藤 駿、佐藤 理夫、（日本曹達）天野倉 夏樹、坪倉 史朗 

 

放射性物質を含む土壌等の最終処分量を低減するために、中間貯蔵施設に運ばれる多量の汚染土壌か

ら放射性セシウムを除去する技術が求められている。我々はフッ素を含む化合物を陰イオンとするナト

リウム塩またはカリウム塩（含フッ素低温溶融塩）を用いてセシウムを除去できることを発見し報告した

（第 6回環境放射能除染学会研究発表会 S6-5）。用いた塩は、ビス（フルオロスルホニル）アミド ナト

リウム塩（NaFSI）またはカリウム塩（KFSI）である。今回は、減容化システムを構築するために必要

となる基礎的な特性を報告する。 

放射性セシウム除去の実験には、飯舘村の元居住制限区域で入手した放射性セシウム濃度 15,000 

Bq/kg-dry程度の水田土壌を用い、セシウム量はNaI(Tl)シンチレーターを用いて測定した。予め加熱し

て融かしておいた FSI塩に土壌を混合した後に一定温度で保持し、セシウムを脱離させた。加熱処理後、

100℃以下まで放冷後に熱湯で洗浄した。処理後の土壌および洗浄水のセシウム濃度を測定した。NaFSI

を用いた場合（土 50 g,  NaFSI 300 g）のセシウム除去率は、処理温度 120℃で 80％、150℃で 85％で

あった。 

処理温度を 120℃としたときの除去率の時間変化を図に示す。充分な除去のためには 3 時間以上の処

理が必要である。同一温度で撹拌した場合（ヒータ付きマグネットスターラー使用）と撹拌しない場合

（熱風乾燥機内に静置）を比較すると、撹拌の効果は小さかった。除去率の時間変化と併せて考えると、

団粒構造をしている土壌の微細な隙間をセシウムが移動する過程が除去速度を決めていると考えられる。 

処理後の土壌と FSI 塩との混合物を水洗する前に放冷しているが、放冷時間が長い（試料温度が低く

なる）場合には除去率が低下する傾向が見られた。溶融塩に移行したセシウムが低温で土壌に再吸着して

いる可能性がある。NaFSI水溶液で土を洗浄した際の除去率を、同量の NaFSIを用いて溶融塩処理した

場合と比較して表に示す。水が存在するとセシウムを除去できないことは、洗浄水から土壌への再吸着が

生じる可能性を示唆している。溶融状態の FSI塩と土壌とを分離するプロセスについて今後検討する。 
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